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だ
き
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さ
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の
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活
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溶
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む
よ
う
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発
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今
年
度
に
お
い
て
も
、
小
学

４
年
生
を
対
象
と
し
た
啓
発
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
や
街
頭
啓
発
な

ど
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
市
民
憲
章
に
触
れ
て
い
た
だ

き
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よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
き

ま
す
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今
後
も
市
民
憲
章
推
進
の
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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登
別
市
民
憲
章
に
つ
い
て
は
、

昭
和
43
年
９
月
20
日
に
『
登
別

町
民
憲
章
』
が
制
定
さ
れ
、
昭

和
45
年
の
市
制
施
行
に
伴
い

『
登
別
市
民
憲
章
』
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
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ま
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翌
年
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昭
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当
協
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会
が
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立
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ま
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多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た

入
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
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ュ

な
ど
の
啓
発
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を
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布
し
ま
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。
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年
度
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事
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は
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市
内
小
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市
民
憲
章
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和
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頼
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わ
せ
て
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小
学
４
年
生
を
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象
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市
民
憲
章
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を
記
載
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た
ク
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フ
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配
布
し
、

市
民
憲
章
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
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行
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ま
し
た
。

な
お
、
優
秀
作
品
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
９
月
20
日
㈫
に
大
型

ス
ー
パ
ー
な
ど
市
内
３
カ
所
で
、

通
学
や
買
い
物
中
の
方
に
街
頭

啓
発
を
行
い
、
市
民
憲
章
文
を

今年度の事業紹介
小学校での啓発/街頭啓発

市民憲章啓発の
　　　　取り組み

登別市民憲章
推進協議会
会長　池
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畠
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やす

彦
ひこ

9月20日は登別市民憲章制定日です

問い合わせ　登別市民憲章推進協議会事務局連絡所
（市民協働グループ内・☎�１０７９）

▶
昨
年
の
街
頭
啓
発
活
動

6� ９月20日は登別市民憲章制定日です


